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■海岸通りを歩く歩行者に向けた連続的な空間形成

７．景観計画 近景

横浜郵船ビルの意匠性を尊重した低層デザインと海岸通りの賑わいの形成

• 印象的な2層分の列柱や水平ラインを持つ横浜郵船ビルの意匠上の特徴を尊重した低層デザイン

• ガラス張りのエントランスや2層分のピロティ空間による街に開かれた空間の創出

• 海岸通りに面した2Fは博物館を設け、1Fの博物館エントランスと共に、落ち着いた賑わいを創出

• 歴史的建造物を見通せる1,2階の2層分のピロティを設け、海岸通りを歩く歩行者へ向けたゆとりある空間を創出

2層分のピロティ空間を設けることで、歴史的建造物の角面

への視線の抜けをつくり、歴史的街並みを演出

歴史的建造物の列柱デザインを尊重し、倍数間隔の列柱デザ

インとし、街並みの連続性を創出

＜現況＞

歴史的建造物の特徴である列柱上部のコーニスラインや建物

上部のラインを連続させ調和のとれた街並みを演出。

コーニスとコロネードの連続性つくることで、歴史的建造物

が演出するヒューマンスケールな歩行者空間を継承。

県警前空地と連続する形で空地を確保し、緑地

も同様に連続させることで、豊かな歩行者空間

を創出
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コロネード

コーニス

〇横浜郵船ビルの特徴

（近代遺跡調査報告書 商業・金融業より）

・古典主義様式の大作

・16本のコリント式の大オーダーによる柱列（コロネード）

・1階の高い階高を生かした2階までの大オーダー

・柱頭の上部にコーニスを設け、3階を屋階（おくかい）※

として表現 ※ 屋根裏に設けた部屋

屋階

コロネード横浜郵船ビル

２Fの博物館はガラス張りとし、海岸通りへの

圧迫感軽減と共に、落ち着きある賑わいを演出

歴史的建造物と関係づけられた表情線により街

並みの連続性を創出
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８．低層部および外構の計画

• 海岸通りから人を引き込む溜まり空間をエントランス前に確保し、プロムナードの奥へと人を引き込む計画

• 海岸通りにはオフィス・博物館のエントランスが面し、平日だけでなく休日も人の流れを創出

• 海側歩行者空間との接続部にも溜まりの空間や赤レンガ倉庫等の港の景観への視線の広がりを形成

プロムナードへと人を引き込む海岸通り側の溜まり空間

海岸通りと海側をつなぐ景観の形成

■海岸通りを歩く歩行者に向けた連続的な空間形成

プロムナードと水際線プロムナードの交点に溜まり空間を形成

水際線プロムナードイメージ

プロムナードイメージ

植栽帯と一体となったベンチ
等憩いの設えを整備し形状や
配置の工夫により通り抜けと
滞留が融合した空間を形成

■海際へ誘因する外構計画
地被類の緑地帯を有機的な
形でプロムナードに配置す
ることで空間にゆらぎを与
え、海際へ誘因するととも
に、通路の緑視率を高める。

海際へ誘因するグラデーショ
ンの舗装パターン

港の景色や潮風、広場・店舗の
にぎわいが海岸通り側から感じ
られる、視覚的に適度な抜けの
ある空間構成

デッキ空間として、広場側と連
続した海際のプロムナード空間
を創出

海の音や香りを感じられる、
賑わい施設と一体となった屋
外空間の創出

耐潮性のある樹種による並木の
整備により、緑の景観形成とと
もに快適な緑陰を提供

自然石舗装または木目調タイ
ルや木材など、やわらかな自
然素材のデッキ

溜まりの空間

賑わい施設

オフィス
エントランス

溜まりの空間
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